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交
化
贋
値
解
明
問
題
（
三
）

米
田
庄
太
郎

第
二
節
　
文
化
哲
學
に
於
け
る
豊
平
艦
系
問
題

　
亙
れ
文
化
細
身
な
る
語
は
、
近
來
猫
逸
の
學
界
に
於
て
盛
に
使
用
さ
れ
て
來
だ
も
の
で
あ
る
。

而
し
て
夕
影
に
云
ふ
交
化
哲
學
な
る
も
の
は
、
カ
ン
ト
の
哲
學
か
ら
生
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
も
云

は
れ
て
居
る
。
併
し
廣
義
に
解
す
る
時
は
、
文
化
哲
主
な
る
語
の
新
し
き
に
拘
ら
す
、
實
質
上
か
ら

考
へ
て
、
夫
れ
は
昔
よ
り
存
在
せ
る
も
の
で
あ
る
ご
見
る
こ
ご
も
出
塁
る
。
此
虚
に
は
文
化
暫
學

の
概
念
の
詳
し
き
規
定
や
、
心
血
の
越
源
に
就
て
論
ず
る
暇
は
な
い
で
、
ご
に
か
く
カ
ン
ト
の
哲
學

か
ら
考
察
し
始
め
今
U
文
化
哲
學
に
於
て
最
こ
も
根
本
的
な
る
問
題
の
一
ご
認
め
ら
れ
る
文
化

償
値
膿
系
問
題
の
考
察
の
獲
達
を
概
論
し
て
見
よ
う
ご
思
ふ
。

　
今
カ
ン
ト
自
身
は
明
ら
か
に
意
識
し
て
居
た
か
ご
う
か
は
問
題
で
あ
る
が
、
今
日
吾
人
が
彼
の

哲
學
の
全
農
を
考
察
し
て
見
る
ご
、
彼
は
諸
般
の
文
化
贋
値
を
批
劃
主
義
的
に
考
察
し
て
、
夫
れ
夫
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れ
の
主
要
な
る
文
化
儂
値
の
絶
封
納
要
當
性
の
基
礎
を
究
明
せ
ん
ご
企
て
た
ご
認
め
る
こ
ご
が

出
世
る
。
要
す
る
に
カ
ン
ト
は
先
づ
「
純
輝
理
性
批
判
一
に
於
て
は
學
問
、
「
實
際
樫
理
性
批
斜
」
に
於
て
は

滋
徳
、
「
判
断
力
批
判
」
に
於
て
は
藝
術
、
而
し
て
宗
敏
哲
學
に
閥
す
る
著
作
に
於
て
は
宗
敏
等
の
、
夫
れ

夫
れ
の
文
化
債
値
を
帯
鋼
主
義
的
に
考
究
し
、
其
の
絶
封
不
要
當
性
の
基
礎
を
究
附
し
，
以
て
文
化

大
構
成
物
の
批
到
主
義
的
考
察
に
よ
b
て
、
人
生
の
意
義
を
附
弾
せ
ん
ざ
企
て
た
も
の
建
認
め
得

ら
れ
る
ご
思
ふ
。
然
ら
ば
彼
は
脚
韻
儂
値
騰
系
問
題
を
如
何
に
論
じ
て
居
た
か
ご
云
ふ
問
題
は
、

今
日
文
化
哲
學
を
研
究
し
つ
、
あ
る
も
の
の
頭
に
は
、
自
か
ら
越
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
是
れ
此

の
問
題
は
文
化
哲
學
の
最
こ
も
根
本
的
な
る
問
題
の
一
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
併
し
彼
は
此
の
問
題
を
意
織
的
に
考
へ
て
居
た
ご
は
思
は
れ
な
い
か
ら
、
随
ふ
て
此
の
問
題
の

意
識
的
、
帝
劇
的
論
究
は
彼
の
著
作
の
何
れ
に
於
て
も
弾
出
し
得
ら
れ
よ
う
ご
は
思
は
れ
な
い
。

余
自
身
は
ま
だ
カ
ン
ト
の
全
集
に
就
て
詳
し
く
研
究
し
て
居
な
い
か
ら
、
余
自
身
の
研
究
か
ら
し

て
は
、
右
の
如
く
に
断
言
す
る
こ
ご
は
出
來
な
い
が
、
併
し
文
化
哲
學
の
見
地
か
ら
カ
ン
ト
の
哲
學

を
詳
し
く
研
究
し
淀
諸
家
の
説
に
よ
り
て
亙
る
ご
、
カ
ン
ト
は
ま
だ
文
化
掛
値
禮
系
問
題
を
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

的
に
論
遽
し
て
居
た
ご
は
思
は
れ
な
い
Q
（
拙
著
「
新
理
想
主
義
の
歴
史
哲
學
」
後
籍
一
第
一
章
墾
考
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

さ
は
れ
彼
は
實
際
理
性
の
優
位
を
認
め
て
居
た
こ
ご
や
、
叉
歴
史
哲
學
に
戯
す
る
彼
の
諸
著
作
に

　
　
　
　
丈
化
債
櫨
聡
系
問
題
（
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
七
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入
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於
け
る
彼
の
文
化
概
念
か
ら
考
へ
て
見
る
ご
、
彼
は
倫
理
的
帰
寂
を
最
こ
も
重
要
親
し
、
之
れ
を
文

化
債
値
の
最
上
位
に
置
い
て
居
た
ざ
推
察
す
る
こ
ご
が
串
來
る
ご
思
ふ
。
し
か
も
彼
は
其
の
他

の
文
化
儂
．
値
を
、
如
何
に
倫
理
的
浪
路
の
下
に
、
位
階
的
に
排
列
し
よ
う
ご
し
だ
か
は
明
ら
か
で
な

い
。
恐
ら
く
は
彼
は
只
倫
理
的
儂
値
に
最
上
位
を
認
め
た
だ
け
で
、
其
の
他
の
文
化
償
値
を
位
階

的
に
排
列
し
よ
う
ご
は
考
へ
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
ご
思
は
れ
る
。

　
カ
ン
ト
に
次
い
で
フ
ィ
ヒ
テ
は
倫
理
的
二
値
、
又
シ
エ
ソ
ン
グ
は
始
め
に
は
心
術
的
債
値
、
後
に

は
宗
敏
的
二
言
を
最
上
二
値
ご
認
め
て
居
る
。
併
し
必
需
の
哲
學
者
に
あ
り
て
も
、
其
の
他
の
文

化
儂
値
が
如
何
に
位
階
的
に
排
列
さ
れ
る
か
は
、
詳
論
さ
れ
て
居
な
い
。
而
し
て
へ
「
ー
ゲ
ル
に
至

っ
て
、
始
め
て
一
切
の
圭
要
な
る
丈
化
債
値
の
位
階
的
秩
序
が
組
織
的
に
樹
立
せ
ら
れ
、
整
然
た
る

文
化
濃
紫
騰
系
が
確
立
さ
れ
た
ご
思
は
れ
る
。
聖
慮
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
文
化
便
器
禮
系
論
に
就
て

詳
し
く
述
べ
る
暇
は
な
い
が
、
要
す
る
に
彼
は
精
棘
の
携
二
恩
的
登
展
の
原
理
に
基
い
て
、
丈
化
償

値
を
根
本
的
に
、
哲
學
、
黒
鳥
、
藝
術
、
倫
理
、
法
律
及
び
端
黒
ビ
云
ふ
位
階
的
順
序
に
於
て
俳
列
し
た
の

で
あ
る
。

　
右
に
概
論
せ
る
麩
に
よ
り
て
察
せ
ら
れ
る
如
く
、
カ
ン
ト
後
の
濁
逸
理
想
主
義
哲
學
に
於
て
は
、

特
定
の
文
化
便
値
を
最
上
二
値
ご
認
め
、
而
し
て
他
の
文
化
債
値
を
其
の
下
に
、
一
定
の
順
序
に
於
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て
排
列
せ
ん
こ
す
る
傾
向
が
嚢
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
つ
ま
り
位
階
的
に
文
化
領
値
の
膿
系
を

立
て
ん
ε
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
目
的
論
的
に
考
察
す
る
哲
學
の
見
地

か
ら
見
れ
ば
、
夫
れ
は
當
然
覆
達
す
べ
き
傾
向
で
あ
る
ご
思
は
れ
る
が
、
併
し
そ
れ
ビ
同
時
に
何
れ

か
の
一
の
文
化
償
値
を
最
上
の
地
位
に
据
へ
、
之
を
完
全
に
實
現
す
る
こ
ご
を
以
て
、
文
化
の
最
高

闘
標
ε
認
め
ん
ご
す
る
企
圖
の
、
到
底
成
功
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
こ
ご
も
亦
、
明
か
に
理
解
さ
れ

る
ご
思
ふ
、
攣
れ
何
れ
の
文
化
償
値
を
最
上
便
値
、
最
高
自
標
こ
な
さ
ん
ご
す
る
文
化
償
値
膿
系

論
も
吾
人
を
充
分
に
満
足
さ
せ
る
こ
ご
が
出
丸
な
い
で
、
雄
大
肚
麗
な
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
交
化
償
値

膿
系
論
も
、
途
に
は
崩
壊
し
た
か
ら
で
あ
る
。
然
ら
ば
期
近
の
新
理
想
主
義
哲
學
に
於
て
は
、
文
化

便
値
騰
系
問
題
は
・
如
何
に
取
級
は
れ
て
居
る
か
。

　
娩
近
の
新
理
想
主
義
哲
學
の
諸
方
針
中
、
特
に
楽
聖
膿
系
問
題
を
重
要
親
す
る
も
の
は
、
償
値
論

的
画
影
主
義
こ
か
、
慣
虚
血
面
こ
か
寝
せ
ら
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
余
は
此
虚
に
主
こ

し
て
此
の
方
針
の
新
理
想
主
義
毛
細
者
の
説
に
就
て
、
儂
値
膿
糸
問
題
の
獲
達
を
論
究
し
て
見
よ

う
ご
思
ふ
。

　
今
便
値
論
的
批
鋼
主
義
或
は
償
慰
楽
學
の
方
針
に
於
て
、
始
め
て
詳
細
な
る
償
値
艦
系
を
立
て

た
る
は
、
、
、
ユ
ン
ス
テ
ル
ベ
川
ヒ
民
で
あ
る
ご
思
ふ
。
而
し
て
同
氏
は
千
九
百
八
年
に
公
に
さ
れ

　
　
　
　
交
化
債
櫨
燈
系
問
題
（
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
九
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九
〇

元
、
「
即
値
の
哲
學
」
（
男
鑑
0
8
℃
霞
。
脅
脚
質
①
円
げ
も
○
。
。
）
に
総
て
、
之
を
詳
論
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
此

虚
に
極
簡
軍
に
其
の
大
要
を
述
ガ
、
て
遣
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
夫
れ
ミ
ユ
ン
ス
テ
ル
ベ
四
ヒ
氏
の
説
に
よ
れ
ば
、
よ
り
以
上
に
遡
る
こ
ε
の
出
撃
な
い
根
祇
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ザ

快
戚
ε
は
全
く
關
係
の
な
い
一
の
原
本
難
業
で
あ
っ
て
、
夫
れ
が
吾
人
の
存
在
に
永
久
な
意
義
を

輿
へ
る
の
で
あ
る
。
重
れ
は
即
ち
一
の
涯
界
が
存
在
し
、
此
く
て
吾
人
の
禮
験
内
容
は
吾
人
に
甥

し
て
、
蕾
に
】
の
禮
験
ご
し
て
妥
製
す
可
き
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
自
か
ら
要
れ
自
身
に
於
て

食
立
に
醐
持
す
る
ご
云
ふ
意
志
で
あ
る
Q
此
の
意
志
は
自
由
の
一
所
作
に
し
て
、
而
し
て
一
の
濁

立
な
る
世
界
を
肯
定
す
る
此
の
作
用
は
、
必
然
的
に
一
切
の
慣
値
を
包
有
す
る
の
で
あ
る
。
　
膿
験

が
一
の
擁
立
な
る
世
堺
こ
し
て
姿
當
す
る
こ
ご
を
欲
す
る
人
は
、
掘
建
験
が
彼
の
白
抜
の
流
れ
の

中
に
自
か
ら
固
持
す
る
こ
ε
を
願
望
し
つ
＼
之
を
把
捉
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
各
車
験
が
夫
れ

自
身
に
於
て
孤
　
甘
し
て
居
て
、
軌
跡
方
も
な
く
消
へ
る
が
定
め
に
の
み
現
は
れ
る
も
の
な
ら
ば
、
吾

入
は
全
く
何
等
の
世
界
を
も
有
し
な
い
で
あ
ら
う
。
然
る
に
自
か
ら
己
れ
を
固
持
す
る
ε
云
ふ

こ
ご
は
、
つ
ま
り
只
各
々
が
新
し
き
薩
験
に
於
て
繰
り
返
し
、
此
く
て
新
し
き
目
的
に
役
立
つ
一
の

新
し
き
騰
験
が
、
古
き
禮
験
に
挿
し
込
ま
れ
る
こ
ご
に
於
て
の
み
、
成
立
し
得
る
の
で
あ
る
。
然
る

に
夫
れ
が
帥
ち
吾
人
が
實
現
ご
幽
す
る
厳
の
關
係
で
あ
る
の
で
、
而
し
て
各
實
現
は
膿
験
す
る
も
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の
に
乏
し
て
一
の
満
足
で
あ
る
。
吾
人
は
膿
験
が
一
の
夢
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
な
く
、
夫
れ
自
身

に
濃
し
て
存
立
し
、
語
れ
自
身
に
於
て
要
画
す
る
一
の
世
界
を
表
現
す
ざ
こ
ご
を
意
欲
し
て
膿
験

に
接
す
る
な
ら
ば
、
禮
験
内
に
於
け
る
各
反
復
．
各
愈
愈
、
要
す
る
に
総
て
の
自
か
ら
同
一
的
な
る
を

表
示
す
る
こ
ご
は
、
意
志
を
満
足
さ
せ
ね
ば
な
ら
澱
。
而
し
て
此
の
世
界
へ
の
意
志
は
箇
入
的
快

不
快
ご
全
く
藻
抜
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
此
の
満
足
は
世
界
を
意
欲
す
る
総
て
の
一

般
的
に
有
り
得
る
意
識
に
諭
し
て
、
其
の
儘
に
て
登
記
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
其
の
儘
に
て
安

福
す
る
瀟
足
は
統
面
面
で
あ
る
。
此
く
て
鍵
化
す
る
騰
瞼
間
の
同
一
性
の
面
面
が
、
共
の
儘
に
て

債
値
あ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
只
か
～
る
同
一
性
が
現
は
れ
る
限
り
に
於
て
の
み
、
世
界
が
其
の

儘
に
て
債
値
み
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
只
か
、
る
同
｝
性
が
現
は
れ
る
限
わ
に
総
て
の
み
、
盤
験

さ
れ
た
る
も
の
が
、
一
般
的
に
一
の
春
立
な
、
湖
面
な
世
界
で
あ
る
ゆ
弱
く
て
血
忌
の
世
界
は
唯
一

の
翼
實
な
、
自
か
ら
己
れ
を
固
持
す
る
世
界
に
し
て
、
而
し
て
一
般
的
に
世
界
を
認
め
る
各
入
に
封

し
て
、
禮
験
の
自
己
固
持
よ
り
自
か
ら
生
す
る
一
切
の
面
訴
は
、
其
の
儘
に
て
儂
値
あ
る
も
の
で
あ

ら
ね
ば
な
ら
滋
。
是
に
於
て
か
、
石
入
が
此
の
世
界
肯
定
の
作
用
に
よ
り
て
何
が
設
定
さ
れ
る
か
、

或
は
換
言
す
れ
ば
世
界
の
臼
己
固
持
は
如
何
な
る
仕
方
に
て
行
な
は
れ
得
る
か
を
問
ふ
時
に
、
優

値
瀞
の
騰
系
は
自
か
ら
成
立
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
文
化
留
雄
禮
系
問
題
（
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
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九
二

二
陣
禮
験
が
濁
寸
な
る
世
界
こ
し
て
己
を
固
持
す
可
く
が
く
て
常
に
新
し
き
朧
験
に
於
て
自
か

ら
巳
を
實
現
し
、
随
ふ
て
経
験
の
墾
動
中
に
於
て
相
互
に
同
一
的
に
表
は
る
轟
く
は
、
四
重
の
關
係

が
要
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
漁
。
第
…
に
は
各
部
分
が
膿
験
の
墾
動
中
に
あ
り
て
自
か
ら
夫
れ
自
身

ご
同
一
的
に
持
写
せ
ね
ば
な
ら
諏
。
第
二
に
は
諸
異
の
部
分
が
或
意
味
に
於
て
相
互
に
同
一
的

で
あ
り
、
此
く
て
相
互
に
一
致
し
、
從
ふ
て
自
か
ら
夫
れ
自
身
ご
一
致
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
9
第
三
に
は

各
部
分
は
又
夫
れ
が
他
こ
な
る
こ
ご
に
於
て
、
夫
れ
自
身
ご
同
…
的
で
あ
る
こ
ε
を
固
持
し
が
く

て
活
動
に
於
て
自
か
ら
己
を
顯
現
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
の
如
く
に
し
て
贈
　
験
の
混
沌
界
に
於

け
る
此
等
三
重
の
同
一
性
は
三
重
の
自
己
保
持
、
膿
験
に
於
け
る
輿
へ
ら
れ
た
る
も
の
、
三
重
の

實
現
，
随
ふ
て
膿
験
す
る
も
の
、
三
重
の
超
箇
入
的
満
足
、
随
ふ
て
三
重
の
償
値
、
師
ち
保
持
の
債
値
、

一
致
の
貴
会
及
び
活
動
の
二
値
（
山
骨
ノ
＜
。
需
山
2
国
富
捧
二
轟
M
傷
巽
芝
。
答
α
窪
雪
）
o
甑
一
露
ぎ
8
言
σ
q
」
三
鳥
腎
厭

～
＜
・
嵩
今
『
切
象
蜜
σ
q
琵
鵬
）
を
與
へ
る
の
で
あ
る
。
併
し
世
界
が
自
か
ら
完
全
に
己
を
國
持
す
可
く
は
、

此
等
の
便
値
は
又
再
び
相
互
に
同
「
的
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
澱
、
帥
ち
一
が
他
に
於
て
實
現
せ
ね
ば

な
ら
澱
。
此
庭
に
始
め
て
超
箇
人
的
意
志
に
其
儘
の
最
後
の
満
足
が
輿
へ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
吾

人
は
第
四
の
輝
輝
、
郎
ち
完
成
の
債
値
a
興
～
＜
。
答
α
理
く
。
濠
邑
　
鐸
σ
q
）
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。

　
此
く
て
一
般
的
に
一
の
世
界
が
可
能
で
あ
り
、
而
し
て
輩
な
る
艘
験
が
征
服
さ
れ
る
爲
め
に
は
、



225

相
互
に
補
充
す
る
四
つ
の
要
求
が
あ
る
の
で
あ
る
。
世
界
を
肯
定
す
る
人
は
、
膿
験
の
自
己
固
持

の
保
護
ご
し
て
世
界
の
保
持
、
一
致
、
墨
取
及
び
完
成
を
切
望
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
等
四
種
の
形
式

の
各
々
に
於
て
、
膿
験
は
眞
な
る
世
界
の
一
片
ご
し
て
實
現
す
る
。
此
の
實
現
を
求
め
る
甦
験
の

意
欲
は
、
膿
験
さ
れ
た
る
も
の
、
保
持
、
一
致
、
活
動
及
び
完
成
が
得
ら
れ
る
や
否
や
、
箇
人
的
快
戚
及

び
不
快
戚
を
離
れ
て
、
満
足
を
見
出
す
庭
の
其
の
純
意
欲
で
あ
る
○
箇
別
燈
験
は
あ
る
が
ま
、
で

は
債
値
に
關
係
が
な
い
Q
併
し
夫
れ
が
自
か
ら
己
を
固
持
し
、
広
く
て
一
の
世
界
を
建
て
る
ご
云

ふ
こ
ご
は
、
其
の
儘
で
藩
士
あ
る
も
の
で
あ
り
、
而
し
て
吾
入
の
手
探
り
す
る
意
欲
が
、
此
の
實
現
め

世
界
に
加
入
し
、
膿
験
が
自
か
ら
己
れ
自
身
ご
同
一
的
に
實
現
す
る
慮
で
は
、
一
の
純
意
志
が
永
久

に
満
足
せ
ら
れ
、
「
の
償
値
が
獲
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
眞
な
る
世
界
は
、
吾
人
の
膿
験
が
自
か
ら
騙
れ
良
身
を
固
持
し
、
而
し
て
濁
立
な
る
自
己

存
在
に
於
て
自
か
ら
實
現
す
る
限
り
に
於
て
、
吾
人
の
膿
験
の
世
界
で
あ
る
。
但
し
吾
人
の
膿
験
．

は
禮
験
こ
し
て
は
只
吾
人
に
堕
し
て
存
在
す
る
だ
け
で
あ
る
。
純
買
値
の
安
當
性
に
嫁
す
る
吾

人
の
問
題
は
、
只
此
の
眞
な
る
世
界
に
の
み
結
び
附
け
ら
れ
得
る
の
で
、
而
し
て
今
や
此
の
問
題
を

否
定
す
る
は
愚
で
あ
る
こ
ご
は
明
自
で
あ
る
。
此
の
眞
な
る
世
界
は
純
儂
値
を
以
て
充
た
さ
れ

て
居
る
。
譲
れ
眞
な
る
世
界
は
ま
さ
し
く
、
墨
入
が
亭
号
の
自
己
存
在
を
肯
定
し
、
輿
へ
ら
れ
た
る

　
　
　
　
文
化
蟹
櫨
彊
系
問
題
（
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
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學
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四

も
の
、
猫
立
な
る
實
現
を
要
求
す
る
こ
ご
に
よ
り
て
、
焼
入
の
建
設
す
る
庭
の
世
界
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
此
く
て
興
な
る
世
界
其
の
物
は
、
一
般
的
に
只
夫
れ
が
右
の
要
求
を
充
た
し
、
夫
れ
に
よ

り
て
純
意
志
を
満
足
さ
せ
る
限
り
に
於
て
の
み
、
要
當
性
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
さ
う
で
あ

る
限
り
に
於
て
眞
な
る
世
界
は
其
の
儘
で
慣
値
あ
る
の
で
あ
る
。
二
三
が
求
め
、
吾
人
が
其
の
無

制
約
的
野
値
を
認
め
ん
ぐ
」
す
る
世
界
は
、
債
値
の
要
湿
性
が
既
に
前
定
さ
れ
て
居
る
一
の
世
界
、
其

の
建
設
に
醤
し
て
純
慣
値
が
唯
一
の
先
天
者
で
あ
る
庭
の
一
の
世
界
で
あ
る
。
吾
人
の
膿
験
は

吾
人
の
禮
験
こ
し
て
無
で
あ
る
か
、
叉
は
早
れ
自
身
に
閉
し
て
存
立
す
る
、
其
の
儘
で
三
値
あ
る
一

の
世
界
で
あ
る
か
で
あ
る
。
第
三
の
も
の
は
あ
り
得
な
い
。
　
一
の
膿
験
（
夫
れ
は
外
界
の
禮
験
で

あ
る
か
・
業
界
聞
或
獣
，
墨
黒
，
の
膿
験
で
あ
る
か
丙
界
の
禮
験
で
あ
る
か
を
問
は
す
）
が
経
験
に
於
て

同
一
的
に
實
現
さ
れ
が
く
て
其
の
濁
立
な
る
意
義
を
褒
示
す
る
何
虚
に
於
て
も
、
禮
験
の
自
己
固

持
を
求
め
る
吾
人
の
純
意
志
は
充
足
さ
れ
、
廊
し
て
選
れ
に
よ
り
て
思
入
に
饗
し
て
は
一
の
純
満

足
、
世
界
に
鋤
し
て
は
一
の
純
早
撃
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ザ

　
吾
人
は
禮
験
を
禽
己
存
在
に
高
め
る
右
の
業
を
、
素
朴
的
に
行
な
ふ
。
吾
人
が
事
物
或
は
意
識

物
に
特
有
の
存
在
償
値
を
附
す
る
時
に
、
銑
に
右
の
評
儂
が
行
な
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
併
し

生
活
の
此
の
素
朴
的
評
償
か
ら
、
自
か
ら
畏
れ
窺
身
を
固
持
し
、
歴
れ
故
に
其
の
儘
で
贋
値
あ
る
挺



？，27

界
の
建
設
に
噂
し
旨
的
を
磐
め
馨
意
欲
を
以
て
露
な
は
れ
る
冒
酌
意
識
的
努
力
が
難

ず
る
・
回
れ
ま
さ
し
麦
化
の
仕
事
で
あ
・
。
か
－
て
吾
入
は
何
露
に
於
て
も
素
朴
的
生
活
慣

讐
昌
意
識
曽
設
定
さ
れ
た
・
文
化
儂
讐
を
鶏
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
・
の
ら
．
フ
。
而
し

て
此
等
二
森
類
の
各
々
に
於
て
、
保
持
織
、
薮
橿
、
矯
犠
及
び
完
卸
値
の
四
大
範
域

が
騎
さ
れ
・
・
悪
業
の
λ
難
の
各
々
に
於
麦
、
三
麺
の
別
が
立
て
ら
れ
ね
ば
な
ら
澱

で
あ
ら
う
・
蓋
し
吾
人
は
常
に
外
界
、
共
界
及
び
内
界
の
膿
験
を
旺
断
せ
ね
ば
な
畠
か
ら
で
あ

る
・
此
く
て
吾
人
は
暗
調
的
三
便
値
部
頻
の
悪
系
に
到
達
す
・
。
し
か
も
総
て
此
等
の
二
＋

四
種
の
橿
値
は
只
・
吾
人
の
嘘
験
竺
の
贈
与
へ
・
皆
、
霞
か
ら
降
れ
葺
を
固
持
す
る
世
界
に
属
す
る

ε
云
ふ
、
｛
の
便
値
の
諸
分
枝
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
言
値
は
絡
て
、
實
在
は
存
立
す
可
き
も
の
で
あ
る
・
云
ふ
要
求
の
結
書
し
て
生
れ

る
も
の
に
し
法
れ
は
世
堺
の
自
己
固
持
或
は
自
己
肯
定
（
諸
ω
。
箭
・
，
竺
・
§
二
℃
仲
蝿
・
、
・
、
蟻
。
．
≦
。
一
辟
）
を

讃
す
る
・
而
し
て
先
づ
直
讐
設
定
さ
れ
た
・
犠
、
即
ち
生
揺
動
、
目
的
意
識
的
に
創
造

さ
れ
π
る
半
値
函
ち
交
化
下
墨
の
二
大
部
類
に
分
た
れ
る
。
叉
此
等
の
慣
値
が
現
は
れ
る
範

域
は
三
重
で
あ
・
・
郎
ち
外
界
蓉
槻
、
事
物
）
ご
共
界
（
主
槻
相
互
の
世
界
ピ
内
界
箇
別
主
観
）
ご
で
の

る
・
誓
濁
酒
の
三
西
域
に
現
は
れ
る
即
値
の
二
大
部
類
の
各
々
に
於
て
、
四
種
の
慣
値
が
轟
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五

　
　
　
　
丈
化
儂
鍍
膿
系
問
題
（
三
）
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九
六

さ
れ
る
。
帥
ち
保
持
領
値
ご
一
致
煩
値
ご
活
動
債
値
ご
完
成
償
値
ご
で
あ
る
。
而
し
て
此
等
四

種
の
避
寒
は
又
論
理
的
贋
値
。
審
美
的
卵
麺
、
倫
理
的
債
値
及
び
形
而
上
的
贋
値
ご
幕
す
る
こ
ご
が

出
懸
る
。
蓋
し
論
理
的
専
心
は
世
界
の
自
己
保
持
か
ら
自
か
ら
生
ま
れ
、
叉
審
美
的
儂
値
は
世
界

の
自
己
一
致
の
要
求
か
ら
、
又
倫
理
的
儂
値
は
世
界
の
霞
己
活
動
か
ら
、
又
形
而
上
的
債
値
は
世
界

の
自
己
完
成
か
ら
．
夫
れ
夫
れ
自
か
ら
生
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
爾
ほ
甘
甘
の
二
大
部

類
帥
ち
生
浩
償
値
及
び
交
化
債
値
の
各
々
に
於
て
右
の
四
種
の
便
値
が
右
の
三
範
域
に
於
て
現

は
れ
る
こ
ご
に
よ
わ
て
生
す
る
、
諸
種
の
債
値
形
態
の
一
般
を
、
簡
軍
に
説
述
す
る
ご
左
の
如
く
で

あ
る
。

　
生
活
金
賞
に
あ
）
て
は
、
先
づ
論
理
納
慣
値
は
存
在
便
値
（
H
）
P
ω
O
陣
P
ω
竃
！
ζ
0
酎
．
櫛
O
）
に
し
て
、
照
れ
は
是
認

（
》
壼
巳
（
。
き
毒
σ
q
）
の
勢
象
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
現
は
れ
る
範
域
の
差
異
に
從
ひ
、
外
界
に
あ
り
て

　
ヂ
イ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
エ
ユ
ヤ
ン

は
事
物
．
共
立
に
あ
り
て
は
意
識
物
、
内
界
に
あ
り
て
は
細
蟹
（
訂
。
函
。
答
葺
ρ
σ
q
窪
）
ざ
な
る
。
次
に
審
美
的

債
値
は
統
一
償
望
事
は
一
致
儂
値
（
一
山
一
β
ゴ
O
㎞
P
Q
o
ノ
＜
O
憎
叶
O
）
に
し
て
、
夫
れ
は
獣
喜
（
㌍
2
・
げ
）
の
封
象
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぎ
ル
モ
こ
じ

而
し
て
外
界
に
あ
り
ぐ
、
は
諸
事
物
の
一
致
は
調
和
を
生
み
、
共
界
に
あ
り
て
は
諸
墨
金
の
一
致
は

愛
を
生
み
、
内
界
に
あ
り
て
は
主
概
が
己
れ
自
身
ご
の
一
致
に
よ
り
て
幸
輻
を
生
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ル
ヘ
ヤ
ブ
ン
グ

次
に
倫
理
的
儂
値
は
螢
達
煩
値
に
し
て
、
纏
れ
は
縞
n
圓
上
の
樹
象
で
あ
る
。
而
し
て
事
物
に
關
し
て

●
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は
生
長
電
Φ
。
。
≦
9
。
冨
欝
ゴ
）
、
球
界
或
は
主
磁
界
に
漏
し
て
は
進
歩
（
畠
2
聞
9
・
幹
の
9
葬
叶
）
、
箇
別
圭
槻
或
は

主
槻
夫
れ
自
身
に
開
し
て
は
自
己
書
展
（
山
口
も
盾
　
し
自
①
一
σ
o
口
帥
O
⇒
け
づ
、
闘
O
回
く
一
二
⇔
四
）
が
生
す
る
Q
留
り
に
形
而
上
的
慣

値
は
帥
下
値
（
鼠
。
0
9
齢
婁
く
。
旨
）
に
し
て
、
認
れ
は
信
仰
の
樹
象
で
あ
る
。
而
し
て
事
物
界
に
鋼
し

　
　
シ
エ
プ
ン
グ

て
は
創
造
の
言
値
、
主
臨
界
に
諭
し
て
は
天
啓
の
債
値
、
主
観
の
内
界
に
慶
し
て
は
救
濟
或
は
解
脱

（α

ﾂ
　
国
二
α
匂
D
ロ
旨
の
）
の
贋
値
が
生
來
す
る
Q

　
目
的
意
識
的
に
創
造
さ
れ
る
声
優
、
師
ち
文
化
債
値
に
あ
り
て
は
、
先
づ
論
理
的
便
値
は
結
合
債

値
（
経
o
N
窃
二
心
姦
旨
9
一
あ
蓬
窪
．
o
）
に
し
て
、
盛
れ
は
認
識
の
饗
象
で
あ
る
。
而
し
て
曇
れ
は
事
物
の
世

界
に
饗
し
て
は
臼
然
、
石
塔
界
に
際
し
て
は
歴
博
、
内
界
に
際
し
て
は
理
性
或
二
二
の
結
合
膿
系
を

生
む
。
次
に
審
美
的
債
値
は
美
風
値
（
包
｛
O
酌
一
〇
一
μ
ぴ
譜
一
μ
①
幽
け
ω
ノ
く
Φ
機
睦
O
）
に
し
て
、
興
れ
は
己
を
挙
げ
る
こ
ご
（
（
げ

国
ぎ
σ
q
。
び
毒
㎎
）
の
甥
象
で
あ
る
。
而
し
て
事
物
界
は
造
形
需
品
に
導
き
，
主
槻
界
は
詩
歌
に
、
内
界
は
三

巴
に
突
く
の
で
あ
る
。
次
に
倫
理
的
償
値
は
作
業
便
値
（
黒
戸
。
｛
し
・
葺
｝
σ
q
ω
♂
〈
憩
，
δ
）
に
し
て
、
惚
れ
は
評

聖
霊
は
尊
重
（
簿
≦
｛
ま
崩
σ
q
琴
ぴ
q
）
の
醤
象
で
あ
る
。
而
し
て
事
物
の
世
界
に
於
て
は
纒
濟
、
主
槻
界
に

総
て
は
法
律
、
内
界
に
撃
て
は
倫
理
（
臼
o
O
∩
洋
妾
諾
く
。
｛
け
）
が
生
課
す
る
。
絡
り
に
形
而
上
的
儂
値
は
基

本
画
聖
（
山
｛
Φ
（
田
H
＝
コ
像
♂
く
①
騰
叶
①
）
に
し
て
、
夫
れ
は
確
信
の
謁
象
で
あ
る
。
而
し
て
事
物
界
に
あ
り
て
は
世

界
全
腱
（
幽
器
～
く
鉱
鍵
ε
、
主
槻
界
に
あ
り
て
は
人
類
、
内
界
に
あ
り
て
は
男
臼
（
島
霧
d
び
醇
農
。
ゴ
）
が
生
れ

　
　
　
　
丈
化
債
誼
燈
系
問
題
（
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
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哲
錐
研
究
　
集
七
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
入

る
。
形
而
上
的
償
値
は
籐
他
の
三
種
の
債
値
の
合
致
を
表
現
す
る
も
の
に
し
て
、
而
し
て
此
の
任

務
を
醜
く
す
生
活
儂
値
は
宗
鍛
に
重
て
輿
へ
ら
れ
、
又
文
化
償
値
は
哲
學
に
於
て
輿
へ
ら
れ
る
の

で
、
今
旦
及
び
哲
學
の
粋
者
は
、
経
験
し
得
ら
れ
る
も
の
、
限
界
を
越
へ
て
進
ま
ん
ε
す
る
の
で
あ

る
。
併
し
土
に
述
べ
し
諸
種
の
償
値
は
、
相
互
に
算
し
て
同
等
酌
に
並
立
す
る
も
の
に
し
て
、
彼
等

は
相
互
に
從
属
す
る
の
で
な
い
。
此
「
く
て
根
元
は
其
等
の
便
値
の
後
ろ
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
此
の
統
一
す
る
即
値
は
聖
な
る
も
の
（
山
霧
＝
亀
圃
。
）
で
あ
る
Q
　
一
切
の
領
値
は
此
の
最
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ザ

の
儂
値
の
表
現
形
式
或
は
活
動
で
あ
る
。
夫
れ
は
一
の
超
我
．
一
の
業
で
め
る
。
総
て
箇
々
の
償
・

値
は
此
の
根
本
努
力
或
は
欲
求
（
（
募
¢
韓
2
げ
窪
）
の
部
分
で
あ
る
。
世
界
は
一
の
業
で
あ
る
。
此

の
業
は
全
膿
に
於
て
は
結
合
、
統
「
及
び
作
業
（
N
霧
ぎ
ρ
ヨ
。
昏
m
一
帰
西
戸
口
開
潮
回
都
営
戸
一
＆
ピ
。
韓
藍
囚
）
を
包
括

す
る
の
で
あ
る
っ

　
術
ほ
余
は
ミ
ユ
ン
ス
テ
川
べ
ル
ヒ
氏
の
説
を
、
　
昌
瞭
然
た
ら
し
め
る
爲
め
に
同
氏
の
作
製
さ

れ
た
る
一
の
圖
表
、
を
左
に
揚
げ
て
置
く
◎
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白
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妄
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揖
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〈
献
己
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刻
自
　
　
然
造
形
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術
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千
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界
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史
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i

郭
環
Q駆
潔
翻
爵
豊
簗
尉
麺
縮
潔
Q
繰
粛
12翼
ト
，
堰
sト
，
糎
暴
廼
yt騒
箋
註
麹
帳
如
周
㎏
ぶ
慮

　
　
螺
韓
ミ
藻
鐘
畷
窪
麺
（
11i）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
ぺ
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一
〇
〇

た
る
ミ
ユ
ン
ス
ブ
ル
ベ
ル
ビ
氏
の
説
の
大
要
は
、
以
上
述
べ
し
が
如
き
も
の
で
あ
る
が
、
祀
れ
に
よ

り
て
見
る
ピ
、
同
氏
は
諸
便
値
の
聞
に
位
階
酌
秩
序
を
立
て
る
ご
云
ふ
こ
ビ
に
は
、
別
に
心
を
煩
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ザ

し
て
居
な
い
ご
思
ふ
G
要
す
る
に
同
氏
は
叫
切
の
無
二
値
は
、
最
原
本
的
な
る
業
か
ら
必
然
的
に

生
ま
れ
、
同
等
的
に
並
立
す
る
も
の
ε
し
て
、
之
を
…
定
の
秩
序
に
於
て
組
織
的
に
排
遣
せ
ん
と
す

る
の
で
あ
る
。
し
か
も
世
界
の
自
己
完
成
の
要
求
か
ら
し
て
、
形
而
上
的
煩
値
が
生
ま
れ
、
而
し
て

形
而
上
的
償
値
い
は
他
の
三
種
の
等
値
の
合
致
を
表
現
す
る
も
の
に
し
て
、
叉
此
の
任
務
を
盤
く
す

生
活
型
値
は
宗
敷
に
於
て
與
へ
ら
れ
、
法
文
化
儂
等
は
哲
學
に
於
て
與
へ
ら
れ
る
ビ
見
る
に
於
い

て
、
同
民
の
雲
気
膿
系
に
も
矢
張
り
、
位
階
的
秩
序
の
主
旨
が
含
ま
れ
て
居
る
ご
思
は
れ
る
。
　
而
し

て
目
的
論
的
に
考
察
す
る
慣
値
哲
學
に
於
て
は
、
膨
れ
は
避
け
得
ら
れ
な
い
傾
向
で
あ
る
ε
思
は

れ
る
。
構
ほ
最
近
に
詳
し
き
物
柔
膿
系
を
立
て
ん
ご
企
だ
て
把
る
フ
ッ
ケ
ル
塾
氏
は
、
一
定
の
見
地

よ
り
見
て
二
値
を
位
階
的
に
整
列
す
る
に
非
ら
す
ぱ
、
便
値
増
系
は
完
成
さ
れ
π
ε
は
云
は
れ
な

い
ε
考
へ
、
大
に
位
階
的
秩
序
を
重
要
親
し
て
債
値
銀
葉
を
立
て
ん
こ
し
て
居
る
、
そ
れ
で
余
は
．

次
に
同
戎
の
慣
値
膿
系
論
を
考
察
す
る
こ
ご
＼
す
る
。
へ
未
完
）

肺


